
精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築事業

島根県益田市の取り組み状況
～ 行政と地域の共創をデザインする ～

令和２年１月20日（月）
於 ベルサール三田

社会医療法人 正光会 松ヶ丘病院
坪内健

益田って？益田って？

2

 
1



共創 co-creation
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双方向でオープンな関係を作るには
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デザイン design
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地域包括ケアシステムの分かりにくさ
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システムが動くまで
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よくあるパターン

予算

年度後半

講演会

印刷物

会議 or 協議会

土日講演会だらけ

誰も読まない

維持にエネルギー
浪費
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地域が望むこと
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自死総合対策事例 １
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三方よし
行商で財を成した近江商人の心意気
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商売を通じて世間のためになる仕組みを探る
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売り手よし
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買い手よし
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世間よし
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行政の役割
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多様な精神障がいに対応するということ
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ギャンブル依存症対策事例 ２
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医療ツーリズム
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益田保健所の認知症対策事例 ３
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高齢者の交通対策事例 ４
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2019年10月16日（水） 13：30～16：00
場所：合同庁舎５階大会議室ますだバス生活を考える交流会

［共催］地域型認知症疾患医療センター（社会医療法人 正光会　松ヶ丘病院）・島根県益田保健所

 
《関連イベント》

豊
か
な

共
生
社
会
を

再
発
見
す
る
。

26

13



27

28

14



２つのシステム
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益田市の包括ケアシステム
ますだ共創協議会

30

 
15



                                        31

システム作りは遊びそのもの
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